
参考資料１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　核融合分野における国際プロジェクト及び国内政策等の主な今後のスケジュール（案）

年度 2007-2008 2009-2010 2011-2012 2013-2014 2015-2016 2017-2018 2019-2020 2021-2022 2023-2024 2025-2026 2027-2028 2029-2030 2030年代 2040年代 2050年代
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ロードマップに基づいた原型炉実用化に向けたシナリオ(核融合エネルギーフォーラムによるロードマップ)
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レーザー核融合実験炉(LIFT)LIFT工学設計 繰り返し工学試験

レーザー核融合原型炉

LHD基本的事項の
検証

LHDの最高性能化と工学研究 (重水素実験、数値炉、核融合工学、
定常ﾍﾘｶﾙ型原型炉設計）他

ポストLHD計画(高性能炉を目指した学術研究、応用研究)、
 定常ﾍﾘｶﾙ型原型炉の製作

双方向型：環状ﾌﾟﾗ
ｽﾞﾏの総合的理解

双方向型：定常環状ﾌﾟﾗｽﾞﾏ型核融合
炉実現を目指した理工学の体系化
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ｵｰﾙｼﾞｬﾊﾟﾝによる国内原型炉設計ﾁｰ
ﾑ

材料開発とﾘﾝｸしたﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ工学

小
森 研究課題の洗い出しと分担化あるいは競合化、スケジュールの確定 原型炉の形式決定と工学設計・製作
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JT-60SA建設 JT-60SA実験

IFERC計算機調達活動 IFERC計算機運用

IFERC原型炉研究開発等本格実施

ｵｰﾙｼﾞｬﾊﾟﾝによるITER・ｻﾃﾗｲﾄﾄｶﾏｸ実験のた
めの準備・支援研究（物理研究、加熱/ﾌﾟﾗｽﾞﾏ
制御方式開発、加熱計測機器開発、ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ
設計 等）

ｵｰﾙｼﾞｬﾊﾟﾝによるITER・ｻﾃﾗｲﾄﾄｶﾏｶｸ実験における共同研究
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我が国における原型炉戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ機構・ﾁｰﾑの結成
（時期は原子力委員会核融合専門部会報告書に則り判断）

原型炉戦略設計ｺｱﾁｰﾑ
（原型炉EDA、原型炉R&Dの課題の摘出とその基盤研究）
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        原型炉の方式決定のための
        検討体制の必要性

堀
池

全日本体制による原型炉工学設
計活動の構築（概念設計段階）

    全日本体制による原型炉工学設計活動の構築
    （工学設計段階）

松
田

原型炉政策課題の明確化（核融合方式
の選択）（原型炉第2段階に入る前）

吉
田

第1段階：原型炉概念設計段階 第2段階：原型炉詳細設計段階 第4段階：原型炉運転段階第3段階：原型炉建設段階

　　　先進ﾀﾞｲﾊﾞｰﾀ材料の開発
・既存ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ材料のITER用ﾀﾞｲﾊﾞｰﾀｱｰ
ﾏｰ材としての総合的評価と改良方針の
決定(先行的開発研究を実施)（2年程度）
・新材料の試作・評価（3年程度）

研究成果の評価を経て、
実用化に向けた開発段階に移行

期間の記述があった事項 期間の明記がなかった事項
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